
非
正
規
社
員
の
多
様
化
と
基
幹
化

津
崎

克
彦

一

な
ぜ
一
九
九
〇
年
代
に
非
正
規
社
員
の
拡
大
が
進
ん
だ
の
か

既
存
研
究
の
整
理
と
本
稿
の
課
題

(一
)
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
非
正
規
社
員
拡
大
の
状
況

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
労
働
市
場
を
特
色
付
け
る
傾
向
は
、
有
期
雇
用
や
間
接
雇
用
に
代
表
さ
れ
る
非
正
規
社
員
の
拡
大

で
あ
る
。
労
働
力
調
査
は
、
雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規
社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
・
嘱
託
、
そ
の
他
）

の
割
合
が
、
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
四
年
頃
ま
で
は
年
率
約
〇
・
五
％
程
度
の
上
昇
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
九
四
年

以
降
、
年
約
一
％
の
割
合
で
上
昇
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
時
期
に
非
正
規
社
員
が
急
速
に
拡
大
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
拡
大
は
今
後
労
働
市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
①
非
正
規
社
員
の
基
幹
化(1
)の
進
展
、
②
非
正
規
社
員
の
多
様
化
の
進
展
、
と
い
う
二
つ
に
焦

点
を
絞
り
、
既
存
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、
小
売
業
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
非
正
規
社
員
の
拡
大
の
原
因
と
影
響
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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(二
)
非
正
規
社
員
の
基
幹
化

非
正
規
社
員
の
基
幹
化
と
は
、
あ
る
特
定
の
職
場
の
中
で
、
非
正

規
社
員
の
担
う
役
割
が
次
第
に
拡
大
す
る
現
象
を
指
す
。
基
幹
化
の

進
展
に
つ
い
て
、
本
田
（
二
〇
〇
四
）
は
、
先
述
し
た
正
社
員
に
対
す

る
非
正
規
社
員
の
比
率
の
拡
大
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
単
純
な
量
的
な

拡
大
（「
量
的
基
幹
化
」）
と
、
仕
事
の
高
度
化
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
質

的
な
役
割
の
向
上
（「
質
的
基
幹
化
」）
を
区
別
し
つ
つ
、
双
方
を
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
前
者
は
、
先
に
労
働
力
調
査
の
デ
ー

タ
を
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
、
武
石
（
二
〇
〇
六
）

に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
以
前
は
、
管
理
業
務
、
指
導
・
育
成
業

務
、
非
定
型
的
な
判
断
業
務
な
ど
、
比
較
的
高
度
と
考
え
ら
れ
る
業

務
を
非
正
規
社
員
に
ま
で
担
わ
せ
て
い
た
企
業
は
調
査
対
象
六
六
社

中
一
三
社
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
四
三
社

と
急
速
に
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、

一
九
九
〇
年
代
の
非
正
規
社
員
拡
大
の
特
徴
は
、
非
正
規
社
員
の
質

的
基
幹
化
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
、
非
正
規
社
員
に
よ
る
基
幹
化
が
生
じ
る
の
か
。
既
存
研
究

に
よ
る
説
明
は
、
企
業
に
よ
る
「
脱
熟
練
化
」
と
「
教
育
・
評
価
の
工
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夫
」
と
い
う
概
念
で
整
理
で
き
る
。
脱
熟
練
化
と
は
、
機
械
化
、
標
準
化
、
細
分
化
を
通
し
て
、
あ
る
仕
事
を
よ
り
簡
単
な
技
能
で

ま
か
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
小
野
（
二
〇
〇
一
）
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
基
幹
化

と
の
関
連
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
育
・
評
価
の
工
夫
と
は
、
非
正
規
社
員
自
身
の
技
能
と
職
場
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
を
、

教
育
や
評
価
を
通
し
て
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仕
事
に
関
す
る
目
標
や
権
限
を
非
正
規
社
員
に
積
極
的
に
与
え
る
こ
と
（
三
山

一
九
九
一
）、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
技
能
形
成
を
図
る
こ
と
（
東
京
都
立
労
働
研
究
所
二
〇
〇
二
）、
契
約
期
間
の
細
分
化
や
賃
金

制
度
の
工
夫
に
よ
り
、
技
能
向
上
と
勤
続
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
（
武
石
二
〇
〇
六
）
等
の
説
明
は
、
教
育
・
評
価
の

工
夫
の
関
連
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
に
実
施
し
た
筆
者
ら
に
よ
る
小
売
業
七
社
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
企
業
が
こ
う
し
た
基
幹
化
の
努

力
を
し
ば
し
ば
同
時
並
行
し
て
進
め
て
お
り
、
特
に
教
育
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
よ
る
発
表
や
感
想
文
の
提
出
な
ど
を
伴
う

勉
強
会
の
積
極
的
な
開
催
、
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
た
体
系
的
な
技
能
研
修
、
人
事
考
課
に
お
け
る
多
面
的
評
価
や

目
標
管
理
の
導
入
な
ど
、
正
社
員
と
同
等
の
体
系
や
工
夫
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

(三
)
非
正
規
社
員
の
属
性
の
多
様
化

脱
熟
練
化
も
教
育
・
評
価
の
工
夫
も
、
基
幹
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
企
業
側
の
努
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に

非
正
規
社
員
が
拡
大
し
た
と
い
う
事
実
の
原
因
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る
工
夫
だ
け
で
な
く
、
非
正
規
社
員
と
し
て
働

く
労
働
者
が
多
様
化
し
た
と
い
う
事
実
の
影
響
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。
非
正
規
社
員
の
多

様
化
を
検
討
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
フ
リ
ー
タ
ー
研
究(2
)と
そ
の
後
の
展
開
に
関
す
る
既
存
研
究
の
指
摘
で
あ
る
。

従
来
の
基
幹
化
研
究
が
主
と
し
て
前
提
と
し
て
き
た
の
は
、「
主
婦
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
、
家
事
や
育
児
を
担
い
つ
つ
、
家
計
補
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A社
（
家
電
量
販
）

正
社
員
約
1,000名

 

非
正
社
員
約
 

2,000名

脱
熟
練

教
育

評
価

・
OJTの

推
進
（
本
社
）（
X店
）
 

・
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
品
知
識
の
講
習
会
へ
の
参
加
（
X店
）
  

・
年
３
回
、
三
者
考
課
（
CS、
勤
務
態
度
、
業
務
レ
ベ
ル
）（
本
社
）
 

・
時
給
、
賞
与
、
退
職
金
に
反
映
（
本
社
）、
雇
止
め
や
職
場
移
動
あ
り
（
X店
）
  

B社
（
SM）

 

正
社
員
約
3,500名

 

非
正
社
員
約
 

9,000名
（
８
時
間
 

換
算
）

脱
熟
練

・
職
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
推
進
（
本
社
）
 

教
育

・
教
育
を
拡
充
、
多
く
の
仕
事
は
非
正
規
社
員
で
も
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（
本
社
）
  

・
店
長
が
有
能
な
人
材
を
選
別
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
て
る
（
X店
、
Y店
）
 

評
価

・
年
２
回
、
二
者
考
課
（
技
能
レ
ベ
ル
を
評
価
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
 

・
時
給
に
反
映
（
本
社
）、
３
ヶ
月
は
試
用
、
評
価
に
よ
り
短
期
で
の
雇
用
契
約
と
す
る
（
Y店
）

C社
（
SM）

正
社
員
約
1,300名

 

非
正
社
員
約
 

6,300名

脱
熟
練

・
電
子
発
注
シ
ス
テ
ム
（
EOB）

と
POSの

徹
底
利
用
に
よ
る
発
注
簡
略
化
、
業
務
改
善
（
本
社
）

・
配
送
セ
ン
タ
ー
の
合
理
化
に
よ
る
力
仕
事
の
軽
減
や
精
肉
現
場
で
の
機
械
化
（
本
社
）（
Y店
）

教
育

・
Plan-Do-Seeサ

イ
ク
ル
の
運
用
と
目
標
管
理
の
導
入
（
本
社
）
 

・
情
報
の
共
有
、
従
業
員
間
に
情
報
格
差
を
作
ら
な
い
こ
と
（
本
社
）

・
生
鮮
学
校
で
定
期
的
に
教
育
（
本
社
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
（
Y店
）
  

・
単
純
業
務
が
発
生
し
た
場
合
の
非
正
規
社
員
の
活
用
（
本
社
）
 

評
価

・
年
１
回
、
二
者
評
価
（
役
割
ご
と
に
A、
B、
Cで
評
価
）（
本
社
）
  

・
考
課
と
技
能
認
定
試
験
を
時
給
に
反
映
、
解
雇
な
ど
は
な
い
（
本
社
、
Y店
）
 

表
－
1
流
通
業
に
お
け
る
非
正
規
社
員
基
幹
化
の
実
践
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脱
熟
練

・
聴
取
事
項
な
し
 

教
育

・
毎
日
商
品
勉
強
会
を
開
催
し
本
人
に
発
表
さ
せ
、
技
能
、
知
識
、
責
任
感
を
喚
起
（
X店
、
Y店
）
  

・
購
買
心
理
な
ど
の
Off-JTの

開
催
、
受
講
内
容
に
つ
い
て
の
作
文
と
決
意
表
明
を
書
か
せ
る
（
Y店
）

評
価

・
目
標
管
理
と
相
対
評
価
（
昇
給
３
割
、
降
格
３
割
）（
本
社
）
 

・
考
課
結
果
と
成
果
（
個
人
ご
と
売
上
な
ど
）
を
賃
金
、
賞
与
に
反
映
、
雇
い
止
め
は
ま
れ
（
Y社
）
  

E社
（
GMS）

 

正
社
員
約
15,000名

 

非
正
社
員
約

50,000名
 

脱
熟
練

・
聴
取
事
項
な
し
 

教
育

・
計
画
か
ら
発
注
ま
で
を
積
極
的
に
任
せ
、
評
価
制
度
の
導
入
で
脱
年
功
化
を
は
か
る
（
本
社
）
 

・
「
経
験
と
勘
」
で
は
な
い
「
仮
説
と
分
析
力
」
に
よ
る
判
断
を
教
育
（
X店
）

・
発
注
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
発
言
や
提
案
の
喚
起
、
成
功
体
験
に
よ
り
自
信
を
与
え
る
（
X店
）
 

・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
生
鮮
、
衣
料
、
接
客
技
術
の
研
修
、
技
能
競
技
大
会
の
開
催
（
X店
）
  

評
価

・
一
者
評
価
、
40項
目
の
考
課
（
項
目
は
正
社
員
と
共
通
）
と
目
標
管
理
（
本
社
）
 

・
時
給
と
賞
与
に
反
映
（
本
社
）、
発
注
精
度
は
個
人
ご
と
に
厳
密
に
管
理
（
Y店
）
  

F社
（
GMS）

 

正
社
員
約
2,000名

 

非
正
社
員
約
 

5,000名
 

脱
熟
練

・
聴
取
事
項
な
し
 

教
育

・
現
状
で
は
仕
事
が
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後
役
割
を
拡
大
（
本
社
）
 

・
QCサ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
る
意
見
交
換
、
日
常
で
の
成
功
・
失
敗
要
因
の
原
因
分
析
（
X店
）
  

評
価

・
全
社
共
通
の
考
課
表
で
仕
事
内
容
と
意
欲
を
評
価
、
他
に
技
能
検
定
（
本
社
）
 

・
時
給
に
反
映
、
降
格
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
本
社
）
 

G社
（
GMS）

 

正
社
員
約
3,000名

 

非
正
社
員
9,000名

脱
熟
練

・
寿
司
製
造
機
械
の
導
入
に
よ
る
脱
熟
練
化
（
Y店
）
 

教
育

・
入
社
時
教
育
で
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
共
通
の
内
容
を
提
供
（
本
社
）
 

・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

評
価

・
人
事
考
課
と
職
能
資
格
を
導
入
、
時
給
に
反
映

D社
（
家
電
量
販
）

正
社
員
約
3,50名

非
正
社
員
約

2,400名
 



助
を
主
た
る
目
的
と
し
て
雇
用
者
と
し
て
仕
事
に
参
加
す
る
既
婚
女
性
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
末
頃
か
ら
、

「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
、
主
婦
パ
ー
ト
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
若
年
非
正
規
社
員
が
拡
大
し
た
。
フ
リ
ー
タ
ー
の
拡
大
は
、

当
初
、
基
礎
的
な
生
活
を
親
に
依
存
し
つ
つ
、
自
発
的
に
選
択
し
た
結
果
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
（
労
働
省
一
九
九
三
、
山
田
一
九

九
九
）
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
新
卒
労
働
市
場
の
低
迷
と
、
経
験
的
な
調
査
の
拡
大
に
よ
り
、
こ
う
し
た
説
明
は
後
退
し

た
。
研
究
の
全
般
的
な
動
向
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
企
業
が
新
規
に
採
用
す
る
正
社
員
を
厳
選
し
て
い
く
中
で
、
低
学
歴
や
低

出
身
階
層
の
人
物
、
あ
る
い
は
女
性
が
、
正
社
員
雇
用
か
ら
排
除
さ
れ
、
非
正
規
社
員
の
立
場
で
就
労
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
（
玄
田
二
〇
〇
一
、
小
杉
二
〇
〇
二
、
居
神
二
〇
〇
五
）。

新
卒
時
に
正
社
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
滞
留
し
て
し
ま
う
層
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
を
構
成
す
る
大
き

な
集
団
で
あ
る
が(3
)、
フ
リ
ー
タ
ー
の
中
に
は
過
去
に
正
社
員
と
し
て
の
就
労
や
結
婚
経
験
が
あ
る
ケ
ー
ス
、
あ
る
い
は
未
婚
で
子
供

が
い
る
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
倒
産
や
解
雇
、
本
業
の
収
入
不
足
と
い
っ
た
状
況
に
端
を
発
し
て
、
中
高
齢
に
な
っ
て
か
ら

非
正
規
社
員
と
し
て
仕
事
に
従
事
す
る
労
働
者
や
、
正
社
員
経
験
が
な
い
ま
ま
非
正
規
社
員
と
し
て
の
就
労
を
続
け
、
高
年
齢
化
し

て
い
っ
た
ケ
ー
ス
の
拡
大
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
橘
木
（
二
〇
〇
六
）
の
所
得
再
分
配
調
査
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
分
析
は
、
一
九

九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
貧
困
層
が
従
来
の
典
型
で
あ
っ
た
「
母
子
世
帯
、
単
身
高
齢
者
世
帯
」
か
ら
、「
若
年
・

壮
年
・
中
年
単
身
世
帯
へ
拡
大
」
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
そ
の
原
因
を
、
失
業
と
一
年
未
満
の
有
期
契

約
雇
用
が
働
き
盛
り
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
求
め
た
が
、
当
初
、
自
由
な
選
択
肢
の
拡
大
と
し
て
若
年
か
ら
広
が
っ
た
と
捉
え
ら

れ
た
非
正
規
社
員
の
拡
大
に
関
す
る
研
究
は
、
状
況
の
変
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
次
第
に
社
会
全
体
に
お
け
る
格
差
や
貧
困
の
記
述
、

説
明
と
い
う
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
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二

本
稿
に
お
け
る
問
題
設
定
と
利
用
デ
ー
タ

(一
)
既
存
研
究
と
本
稿
に
お
け
る
問
題
設
定

従
来
の
基
幹
化
研
究
は
、
非
正
規
社
員
の
拡
大
に
影
響
を
も
た
ら
す
基
幹
化
の
原
因
を
企
業
側
の
施
策
に
の
み
求
め
、
非
正
規
社

員
と
し
て
職
場
に
参
加
す
る
人
々
が
多
様
化
し
た
と
い
う
事
実
に
は
、
大
き
な
注
意
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た(4
)。
非
正
規
社
員
が
多
様

化
す
る
中
で
、
従
来
の
非
正
規
労
働
者
の
典
型
と
さ
れ
て
き
た
、
家
計
補
助
的
な
動
機
で
非
正
規
社
員
と
し
て
仕
事
に
従
事
す
る
従

業
員
と
、
そ
れ
以
外
の
従
業
員
で
は
、
職
務
内
容
や
労
働
時
間
な
ど
、
働
き
方
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
考
え
る
こ

と
は
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
労
働
市
場
全
般
で
基
幹
化
が
進
展
し
て
き
た
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
、
基
幹

化
研
究
の
基
本
的
な
問
題
は
、「
な
ぜ
基
幹
化
が
進
展
し
た
の
か
」
と
い
う
原
因
の
分
析
に
お
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
正
社
員
と
非

正
規
社
員
の
間
に
は
、
賃
金
や
雇
用
期
間
の
面
で
大
き
な
差
が
存
在
し(5
)、
そ
の
こ
と
が
現
在
で
は
、
社
会
問
題
や
政
策
的
対
応
に
ま

で
発
展
し
つ
つ
あ
る(6
)。
現
在
の
状
況
は
、
非
正
規
社
員
の
多
様
化
を
踏
ま
え
た
基
幹
化
の
原
因
分
析
と
、
基
幹
化
が
労
働
者
や
労
働

市
場
全
体
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
、
基
幹
化
の
影
響
に
関
す
る
分
析
を
要
請
し
て
い
る
。

以
上
の
認
識
の
下
で
、
本
稿
で
は
次
の
問
題
を
設
定
し
、
後
述
す
る
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
分
析
を
行
う
。

①

非
正
規
社
員
の
基
幹
化
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
で
特
徴
的
と
さ
れ
て
い
る
質
的
基
幹
化
（
以
下
、
基
幹
化
）
は
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
進
展
さ
せ
て
い
る
原
因
は
何
か
。
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
多
様
化
し
た
と

考
え
ら
れ
る
非
正
規
社
員
の
意
識
や
経
験
、
属
性
と
い
っ
た
要
因
は
、
基
幹
化
に
影
響
を
与
え
る
の
か
。

②

基
幹
化
の
進
展
は
、
非
正
規
社
員
自
身
の
不
公
平
感
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
企
業
に
よ
る
施
策
は
こ
う
し
た
不
公
平
感
を
緩
和
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す
る
か
。
ま
た
、
不
公
平
感
が
労
働
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

本
稿
で
は
、
以
上
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
非
正
規
社
員
が
拡
大
し
た
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
、
そ
の
影
響
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

(二
)
利
用
デ
ー
タ

本
稿
で
は
、
以
下
、
二
〇
〇
三
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、「
流
通
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
の
多
様
化
と
労

使
関
係
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
ら
た
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
。
対
象
と
な
っ
た
具
体
的
な
業
態
は
、
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
ス
ト
ア
（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
）、
家
電
量
販
で
あ
り
、
産
業
分

類
上
は
小
売
業
に
あ
た
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
正
社
員
、
非
正
規
社
員
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
現
在
の
仕
事
の
状
況
や
意
識
、
家
族
状
況
、
属
性
等
を
記
載
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
載
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
サ
ン
プ
ル
選
定
に
際
し
て
は
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
加
盟
の
二
五
社
を
対
象
に
機

縁
法
で
配
布
し
た
。
回
収
数
は
合
計
三
三
五
九
名
（
正
社
員
一
四
一
〇
名
、
非
正
社
員
一
九
三
七
名
、
そ
の
他
六
名
）
で
あ
っ
た
。

小
売
業
は
相
対
的
に
非
正
規
社
員
の
人
数
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
基
幹
化
研
究
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
の

研
究
を
行
う
上
で
の
産
業
の
選
択
に
つ
い
て
は
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
他
産
業
に
関
す

る
観
察
や
比
較
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
非
正
規
社
員
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
調

査
の
制
約
も
あ
り
、「
直
接
雇
用
で
有
期
の
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
労
働
者
」
と
す
る
。
こ
れ
以
降
用
い
る
非
正
規
社
員
の
定
義
か

ら
、
派
遣
や
請
負
な
ど
の
間
接
雇
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
も
あ
ら
か
じ
め
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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三

非
正
規
社
員
の
基
幹
化

そ
の
現
状
と
原
因

(一
)
基
幹
化
の
指
標

ま
ず
、
基
幹
化
の
指
標
を
観
察
可
能
な
形
で
設
定
し
て
お
き
た
い
。
比
較
的
最
近
の
研
究
で
は
、
職
務
内
容
に
、
責
任
、
担
当
職

務
数
、
拘
束
性
（
労
働
時
間
や
労
働
時
間
帯
）
等
の
指
標
を
追
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
西
野
二
〇
〇
六
、
武
石
二
〇
〇
六
）。

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
次
に
述
べ
る
二
つ
の
職
務
（
多
能
化
と
職
務
高
度
化
）、
仕
事
の
責
任
の
重
さ
、
拘
束
性
の
計
四
つ

を
基
幹
化
の
指
標
と
し
て
用
い
る
。

①

職
務
（「
多
能
化
と
職
務
高
度
化
」）

職
務
に
関
す
る
基
幹
化
の
指
標
を
作
成
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
小
売
業
の
店
舗
に
お
け
る
職
務
内
容
を
三
一
種
類
抽
出

し
、
現
在
そ
の
職
務
を
担
当
し
て
い
る
か
否
か
を
尋
ね
た
。
こ
の
回
答
に
対
し
主
成
分
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
結
果
と
な
っ

た
。第

一
主
成
分
は
、
商
品
発
注
や
販
売
準
備
、
見
切
り
の
判
断
等
、
比
較
的
簡
単
な
現
場
の
日
常
業
務
で
あ
り
、
主
成
分
得
点
は
そ

の
担
当
数
と
解
釈
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
第
一
主
成
分
に
関
す
る
各
サ
ン
プ
ル
の
主
成
分
得
点
を
「
多
能
化
」
に
関
す
る
指
標
と
呼

び
、
基
幹
化
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
用
い
る
。

第
二
主
成
分
は
利
益
、
売
上
、
シ
フ
ト
や
人
員
の
配
置
、
教
育
や
指
導
な
ど
、
比
較
的
高
度
な
計
画
・
管
理
業
務
で
あ
り
、
そ
の

主
成
分
得
点
は
、
そ
の
担
当
数
と
解
釈
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
職
務
高
度
化
」
に
関
す
る
指
標
と
呼
ぶ
。
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正社員の中で担当し
ている比率(A)ID 内容 非正規社員の中で担

当している比率(B)
9

10

3

5

12

31

4

17

2

7

6

1

23

19

21

8

14

11

16

27

13

22

15

20

30

28

24

18

29

25

26

チェッカー

サッカー

調理

品出し

会計業務

その他

鮮魚や食肉等の食品の加工

清掃

検品、検収

保管

陳列

搬入

商品の値付け・価格設定

見切りの判断

商品の発注数量の判断

販売

売り出し準備

売上計算

開閉店時の商品整理

催事の企画

売場改造

商品の発注品目の判断

POP作成

商品発注のタイミングの判断

利益計画に関する判断

人員配置計画に関する判断

売場レイアウトの企画

クレーム処理

売上計画に関する判断

シフト作成・調整

他の従業員の教育や指導

27.40%

27.50%

6.90%

68.30%

6.10%

8.90%

9.40%

42.80%

26.00%

20.60%

62.20%

19.90%

39.80%

44.30%

55.00%

74.10%

59.50%

30.10%

8.00%

25.00%

41.80%

46.10%

51.10%

46.00%

31.60%

34.50%

46.50%

49.40%

39.30%

46.70%

49.20%

39.40%

36.00%

7.00%

65.80%

3.20%

6.00%

6.20%

37.30%

17.80%

11.70%

53.20%

7.70%

21.40%

24.50%

35.20%

52.90%

38.30%

8.80%

26.30%

3.20%

19.60%

23.90%

27.40%

19.90%

2.10%

2.40%

13.10%

13.80%

3.50%

7.40%

8.10%

表－2 職務主成分分析結果



な
お
、
第
三
主
成
分
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ジ
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
調

理
、
会
計
と
解
釈
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
用
い
な
い
。

②

仕
事
の
責
任
の
重
さ

仕
事
の
責
任
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
与
え
ら
れ
た
業
務

に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
（
業
務
責
任
）」、「
一
定
の
売
上
に
つ
い
て
責

任
が
あ
る（
売
上
責
任
）」、「
一
定
の
利
益
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る（
利

益
責
任
）」
と
い
う
三
つ
の
段
階
で
尋
ね
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
仕
事
の

責
任
に
関
す
る
指
標
と
す
る
。

③

拘
束
性

拘
束
性
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
各
人
に
お
よ
そ
の
労
働
時

間
を
尋
ね
て
お
り
、
こ
の
デ
ー
タ
を
仕
事
の
拘
束
性
の
指
標
と
し
て

用
い
る
。

な
お
、
以
上
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
、
及
び

非
正
規
社
員
の
属
性
ご
と
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
た
。
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多能化 高度
職務化

月間総
労働時間

度数
平均値
標準偏差
度数
平均値
標準偏差
度数
平均値
標準偏差
度数
平均値
標準偏差
度数
平均値
標準偏差
度数
平均値
標準偏差

与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある
与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある
与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある
与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある
与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある
与えられた業務について責任がある
一定の売上について責任がある
一定の利益について責任がある

仕事の責任（％）属性

全体

フリーター

正社員

非正規社員

主婦パート

主婦パートを
除く35歳以上
非正規社員

3,293
0.01
1.00
1,410
0.17
1.04
1,883
-0.11
0.96
1,041
-0.09
0.97
370
-0.18
0.92
472
-0.11
0.98

3,293
0.01
1.00
1,410
0.60
1.20
1,883
-0.44
0.47
1,041
-0.49
0.41
370
-0.39
0.50
472
-0.38
0.57

2,917
166.31
67.32
1,349
202.05
68.08
1,568
135.56
49.00
888

124.47
43.39
315

153.78
55.12
365

146.82
49.15

78.2
13.1
8.7
61.4
20.7
17.9
91.4
7.1
1.5
93.5
5.4
1.2
88.0
11.1
0.9
89.7
7.7
2.6

表－3 基幹化の指標と属性ごとの比較



(二
)
な
ぜ
基
幹
化
が
進
ん
だ
の
か

仮
説

次
に
、
基
幹
化
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
原
因
に
つ
い
て
、
仮
説
を
設
定

す
る
。

①

企
業
に
よ
る
非
正
規
社
員
に
対
す
る
教
育
と
評
価

従
来
の
基
幹
化
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
企
業
に
よ
る
非
正
規
社
員
の
教
育

と
評
価
に
関
連
す
る
指
標
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
次
の
変
数
を
用
い
る
。

・

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
関
わ
る
指
標
（
勤
続
期
間
、
過
去
に
経
験
し
た
職
務
の
数
）

・

企
業
が
提
供
す
る
教
育
（
回
答
者
本
人
が
利
用
で
き
る
研
修
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
存
在
、
回
答
者
本
人
が
利
用
で
き
る
資
格
取
得
等
支
援
制
度
、
職
場
環
境
等

改
善
目
的
の
意
見
交
換
の
場
）

・

昇
進
や
処
遇
制
度
（
正
社
員
登
用
制
度
、
パ
ー
ト
の
役
職
制
度
、
契
約
期
間
、

時
給
）

②

非
正
規
社
員
本
人
の
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
非
正
規
社
員
に
対
し
、
一
二
項
目
の
意
識
に
関
す
る
指
標
に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る
か（
五
段
階
）を
尋
ね
た
。
こ
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
主
成
分
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
技
能
・
収
入
の
獲
得
」
志
向
（
第
一
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主成分分析についてはバリマックス回転を行っている

内容
色々な技能等を身に付けたい
技能技術を深く掘り下げたい
高い地位を得たい
高い収入や賃金を得たい
自分自身の夢や目標を達成
社会貢献をしたい
お客様と誠実関係続けたい
安定した生活を送りたい
余暇や休暇を得たい
現在の会社に勤め続けたい
現在担当の業務を続けたい
家族や家庭を大事にしたい

寄与率

第１主成分 第２主成分 第３主成分
0.83
0.82
0.69
0.55
0.55
0.41
0.21
0.19
0.10
0.03
0.01
-0.05
22.44

0.08
0.13
0.04
-0.18
0.24
0.44
0.47
0.16
-0.15
0.86
0.86
0.12
17.27

0.08
0.00
0.01
0.31
0.36
0.27
0.44
0.67
0.66
-0.03
0.01
0.79
16.57

表－4 意識に関する主成分分析



主
成
分
）、「
勤
続
」
志
向
（
第
二
主
成
分
）、「
家
族
・
生
活
」
志
向
（
第
三
主
成
分
）
と
い
う
三
つ
の
主
成
分
が
得
ら
れ
た
。
各
回

答
者
の
主
成
分
得
点
を
、
各
回
答
者
が
ど
れ
だ
け
強
く
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
を
抱
い
て
い
る
か
と
い
う
指
標
と
し
、
基
幹
化
に
影
響
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
仮
説
と
し
て
用
い
る
。

③

非
正
規
社
員
本
人
の
属
性

非
正
規
社
員
本
人
の
属
性
に
つ
い
て
、「
主
婦
パ
ー
ト
」（
既
婚
女
性
の
非
正
規
社
員
）、「
フ
リ
ー
タ
ー
」（
年
齢
三
五
歳
未
満
の
男

女
、
女
性
の
場
合
は
未
婚
の
非
正
規
社
員
）、「
主
婦
パ
ー
ト
を
除
く
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
」（
三
五
歳
以
上
の
非
正
規
社
員
か
ら

主
婦
パ
ー
ト
を
除
い
た
も
の
）
を
仮
説
と
し
て
用
い
る
。

④

非
正
規
社
員
本
人
の
人
的
・
社
会
的
資
源
と
社
会
関
係

非
正
規
社
員
本
人
の
人
的
・
社
会
的
資
源
の
保
有
状
況
や
、本
人
を
取
り
巻
く
社
会
関
係
を
示
す
指
標
と
し
て
、「
性
別
」、「
年
齢
」、

「
学
歴
」（
大
卒
以
上
か
否
か
）、「
正
社
員
の
経
験
年
数
」、「
主
た
る
生
活
費
を
親
に
依
存
し
て
い
る
か
」、「
主
た
る
生
活
費
を
パ
ー

ト
ナ
ー
に
依
存
し
て
い
る
か
」、「
主
た
る
生
活
費
を
そ
の
他
（
本
人
、
親
、
パ
ー
ト
ナ
ー
以
外
）
に
依
存
し
て
い
る
か
」、「
家
族
の

誰
か
の
介
護
を
し
て
い
る
か
」、「
就
学
前
の
子
供
の
人
数
」、「
就
学
中
の
子
供
の
人
数
」、「
婚
姻
の
有
無
」、
と
い
う
各
指
標
を
仮
説

と
し
て
用
い
る
。

⑤

業
態

本
デ
ー
タ
に
は
、
流
通
業
に
つ
い
て
「
Ｇ
Ｍ
Ｓ
」、「
家
電
量
販
」、「
Ｓ
Ｍ
」
と
い
う
三
つ
の
業
態
が
含
ま
れ
て
お
り
、
業
態
の
差
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に
よ
る
影
響
を
統
制
す
る
た
め
に
用
い
る
。

(三
)
分
析
方
法

多
能
化
、
職
務
高
度
化
及
び
拘
束
性
を
被
説
明
変
数
と
し
た
モ
デ
ル
つ
い
て
は
回
帰
分
析
、
仕
事
の
責
任
を
被
説
明
変
数
と
し
た

モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
順
序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
に
よ
り
、
先
に
提
示
し
た
仮
説
の
影
響
を
見
る
。
分
析
で
は
、
ま
ず
、
各
被
説
明
変
数

に
対
し
て
、
既
存
研
究
で
強
調
さ
れ
て
き
た
「
企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
」
に
関
連
す
る
変
数
の
影
響
を
、
業
態
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
つ
つ
分
析
し
（
各
モ
デ
ル
1
）、
次
に
モ
デ
ル
1
に
「
非
正
規
社
員
本
人
の
意
識
」
に
関
連
し
た
仮
説
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
（
各
モ

デ
ル
2
）、
モ
デ
ル
2
に
「
非
正
規
社
員
本
人
の
属
性
」
に
関
連
し
た
仮
説
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
（
各
モ
デ
ル
3
）、
モ
デ
ル
3
に
「
非

正
規
社
員
本
人
の
人
的
・
社
会
的
資
源
と
社
会
関
係
」
に
関
連
し
た
仮
説
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
（
各
モ
デ
ル
4
）
と
い
う
形
で
、
順

次
変
数
を
追
加
し
て
い
く
。

(四
)
分
析
結
果
一

「
多
能
化
」

企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
に
つ
い
て
は
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
勤
続
期
間
と
過
去
に
経
験
し
た
職
務
の
数
）」、「
資
格
取
得
支
援
制
度
」、「
パ
ー

ト
の
役
職
制
度
」
や
「
契
約
期
間
の
長
さ
」
が
多
能
化
に
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
。
逆
に
「
正
社
員
登
用
制
度
」
と
「
時
給
」
に
つ
い

て
は
マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
し
た
。
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
が
分
断
的
な
企
業
、
非
正
規
社
員
の
賃
金
を
相
対
的
に
抑
え
て
い
る
か

相
対
的
に
賃
金
の
低
い
地
域
に
存
在
す
る
企
業
、
賃
金
以
外
の
面
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
、
比
較
的

単
純
な
業
務
に
限
定
し
た
多
能
化
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

意
識
の
面
で
は
、「
生
活
志
向
」
要
因
が
寄
与
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
生
活
の
中
心
は
家
族
で
あ
り
、
家
計
補
助
の
面
か
ら
仕
事
に
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t

モデル４

標準化係数t

モデル３

標準化係数t

モデル２

標準化係数

1883

0.655 

2.528 

5.641 

0.017 

2.387 

0.683

-1.603

1.97

3.549

-2.89

-1.211

-1.987

0.334

1.527

2.372

0.532

2.436

5.626

0.056

2.396

0.667

-1.579

1.919

3.574

-2.676

-1.194

-1.949

0.399

1.484

2.316

-0.046

-0.959

＊ 

＊＊＊

＊ 

＊ 

＊＊＊

＊＊ 

＊ 

＊

＊ 

＊＊＊

＊ 

＋ 

＊＊＊

＊＊

＋ 

＊

0.088

0.18 

0.001

0.092

0.024 

-0.054

0.069

0.115

-0.097

-0.04

-0.066

0.011

0.049

0.075

0.087 

0.18 

0.002

0.092 

0.023 

-0.054 

0.067 

0.115 

-0.091 

-0.039 

-0.065 

0.013 

0.049 

0.074 

-0.002 

-0.031

0.076

0.191

0.011

0.091

0.027

-0.058

0.062

0.129

-0.112

-0.033

-0.052

0.018

0.043

0.07

-0.191

-0.177

0.054

0.055

0.033

-0.066

0.016

-0.073

-0.024

0.001

-0.044

-0.014

0.146

-0.177

1.887

5.763

0.271

2.289

0.738

-1.65

1.672

3.825

-3.02

-0.942

-1.527

0.529

1.25

2.116

-1.253

-1.364

1.317

0.931

0.974

-1.876

0.301

-0.986

-0.603

0.023

-1.235

-0.359

0.889
0.090 0.0920.089

＋

＊＊＊

＊

＋

＋

＊＊＊

＊＊

＊

＋

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋
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＊ 

＊＊＊

＊ 

＋ 

＊

＊＊＊

＊

0.1

2.271

6.114 

-0.349

2.334

0.63 

-1.66

2.239

3.533

-2.382

-1.415

-1.237

t

モデル１

標準化係数

0.075 

0.185 

-0.013

0.085

0.021 

-0.054 

0.074 

0.109 

-0.076 

-0.044 

-0.039

0.074

（定数）

１　勤続期間（月換算）

２　経験職務数

３　会社に導入されている制度/利用できる研修や教育
　　プログラム

６　会社に導入されている制度/正社員登用制度

７　会社に導入されている制度/パートの役職制度

８　月換算の契約期間

９　時給

10　家電量販ダミー

11　SMダミー

12　非正規社員意識1「技能・収入の獲得」志向

13　非正規社員意識2「勤続」志向

14　非正規社員意識3「家族・生活」志向

15　フリータダミー

16　主婦パートを除く35歳以上非正規社員ダミー

17　性別（男性ダミー）

18　年齢

19　学歴大卒以上ダミー

20　正社員の経験年数

21　主たる生活費親ダミー

22　主たる生活費パートナーダミー

23　主たる生活費その他ダミー

24　介護ありダミー

25　就学前の子供の人数

26　就学中の子供の人数

27　未婚ダミー

調整済みR2

N

４　会社に導入されている制度/利用できる資格取得等
　　支援制度

５　会社に導入されている制度/職場環境等改善目的の
　　意見交換の場

表－5 多能化の規定要因



関
与
し
て
い
る
労
働
者
が
、
一
つ
の
職
場
に
安
定
的
、
長
期
間
勤
続
す
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
比
較
的
容
易
な
業
務
を
数
多
く
こ

な
す
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
状
況
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

な
お
、
モ
デ
ル
の
説
明
力
を
示
す
調
整
済
み
R2に
注
目
す
る
と
、
モ
デ
ル
3
、
モ
デ
ル
4
に
つ
い
て
は
、
数
値
の
上
昇
が
見
ら
れ

ず
、
多
能
化
に
つ
い
て
は
企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
、
及
び
意
識
以
外
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(五
)
分
析
結
果
二

「
職
務
高
度
化
」

企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
に
関
連
す
る
変
数
の
中
で
は
、「
時
給
」
の
高
さ
が
職
務
高
度
化
に
影
響
を
与
え
た
が
、
教
育
や
評
価
に

関
連
す
る
他
の
変
数
の
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

意
識
に
つ
い
て
は
、「
技
能
・
収
入
の
獲
得
」
志
向
、
即
ち
、
仕
事
を
通
し
て
人
的
、
金
銭
的
資
源
を
積
極
的
に
獲
得
し
よ
う
と
す

る
意
識
の
強
さ
が
影
響
を
与
え
た
。

属
性
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
で
は
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
「
主
婦
パ
ー
ト
以
外
の
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
」
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
て

お
り
、
主
婦
パ
ー
ト
で
は
な
い
属
性
の
非
正
規
社
員
が
、
職
務
高
度
化
を
進
展
さ
せ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

非
正
規
社
員
本
人
の
人
的
・
社
会
的
資
源
と
社
会
関
係
に
関
連
す
る
変
数
に
つ
い
て
も
、
影
響
が
見
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、「
男

性
」
で
あ
る
こ
と
及
び
「
年
齢
」
の
上
昇
が
マ
イ
ナ
ス
、「
主
た
る
生
活
費
を
親
に
依
存
」
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス
、「
未
婚
」

の
場
合
と
「
就
学
中
の
子
供
が
い
る
」
ケ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス
、「
主
た
る
生
活
費
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
に
依
存
」
し
て
い
る
ケ
ー
ス

で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
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(六
)
分
析
結
果
三

仕
事
の
責
任

企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
に
関
連
す
る
変
数
の
中
で
は
、
当
該
の
職
場
に
お
け
る
「
過
去
の
経
験
職
務
数
」、「
正
社
員
登
用
制
度
」

が
存
在
す
る
こ
と
、「
契
約
期
間
」
の
長
さ
、「
時
給
」
の
高
さ
が
影
響
を
与
え
た
。

非
正
規
社
員
の
意
識
に
つ
い
て
は
、「
技
能
・
収
入
の
獲
得
」
志
向
が
影
響
を
与
え
て
お
り
、
仕
事
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る

意
識
が
、
高
い
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

「
属
性
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
影
響
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、「
非
正
規
社
員
本
人
の
人
的
・
社
会
的
資
源
と
社
会
関

係
」
で
は
、「
男
性
」
で
あ
る
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
。

(七
)
分
析
結
果
四

労
働
時
間

企
業
に
よ
る
教
育
と
評
価
に
関
連
す
る
変
数
の
中
で
は
、
時
給
と
契
約
期
間
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。

意
識
で
は
、「
技
能
・
収
入
の
獲
得
」
志
向
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
が
、「
勤
続
意
識
」
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
長
時
間
労
働
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、
勤
続
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
か
、
長
期
間
、
同
じ
職
場
で
働
き
た
い
と
い
う
よ
り
も
、
短
期
間
で
高
い
収

入
を
得
た
い
と
い
う
意
識
が
非
正
規
社
員
を
長
時
間
労
働
に
向
か
わ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

属
性
で
は
、「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
「
主
婦
パ
ー
ト
を
除
く
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
」
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
が
、「
人
的
・

社
会
的
資
源
と
社
会
関
係
」
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
で
は
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
「
就
学
前
」
と
「
就
学
中
の
子

供
の
人
数
」
が
マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
し
て
い
る
。
育
児
が
長
時
間
労
働
の
制
約
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
三
五
歳
以
上
非

正
規
社
員
で
は
、
育
児
の
必
要
が
相
対
的
に
少
な
く
、
そ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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t

モデル４

標準化係数t

モデル３

標準化係数t

モデル２

標準化係数

1883

-11.439

-0.746

0.321

1.105

0.604

-0.41

-0.103

0.631

-0.947

8.078

-1.813

-0.059

3.207

0.063

0.933

-11.067

-0.293

0.404

0.92

0.56

-0.298

-0.249

0.735

-1.06

7.317

-1.932

-0.135

2.761

0.418

1.123

1.697

3.773

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＋ 

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＋

＊＊

＋

＊＊＊

-0.026

0.01

0.043

0.023

-0.014

-0.003

0.022

-0.031

0.272

-0.059

-0.002

0.104

0.002

0.03

-0.01

0.013

0.036

0.021

-0.01

-0.008

0.026

-0.034

0.248

-0.063

-0.004

0.09

0.014

0.036

0.058

0.123

0.044

0.002

0.041

0.013

-0.011

-0.005

0.013

-0.029

0.229

-0.068

0.003

0.096

0.025

0.022

0.55

0.476

-0.122

-0.143

-0.04

0.057

-0.181

0.127

0.015

-0.007

0.003

-0.006

-0.354

-2.81

1.118

0.063

1.027

0.329

-0.318

-0.134

0.371

-0.859

6.246

-1.988

0.101

2.806

0.729

0.668

3.663

3.724

-3.016

-2.468

-1.217

1.654

-3.538

1.727

0.39

-0.221

0.093

-0.153

-2.188
0.087 0.1160.100

＊＊ 

＊＊＊ 

＊ 

＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊ 

＊ 

＋ 

＊＊＊ 

＋ 

＊

p<0.001…＊＊＊、p<0.01…＊＊、p<0.05…＊、p<0.1…＋
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＊＊＊

＋

＊＊＊

-11.922

-0.714

1.189

1.871

0.382

-0.111

-0.362

0.808

-0.882

8.191

-1.207

-0.705

t

モデル１

標準化係数

-0.023

0.036

0.069

0.014

-0.004

-0.012

0.027

-0.027

0.262

-0.038

-0.022

0.074

（定数） 

１　勤続期間（月換算） 

２　経験職務数

３　会社に導入されている制度/利用できる研修や教育
　　プログラム

６　会社に導入されている制度/正社員登用制度 

７　会社に導入されている制度/パートの役職制度 

８　月換算の契約期間 

９　時給 

10　家電量販ダミー 

11　SMダミー 

12　非正規社員意識1　「技能・収入の獲得」志向 

13　非正規社員意識2　「勤続」志向 

14　非正規社員意識3　「家族・生活」志向 

15　フリータダミー 

16　主婦パートを除く35歳以上非正規社員ダミー 

17　性別（男性ダミー） 

18　年齢 

19　学歴大卒以上ダミー 

20　正社員の経験年数 

21　主たる生活費親ダミー 

22　主たる生活費パートナーダミー 

23　主たる生活費その他ダミー 

24　介護ありダミー 

25　就学前の子供の人数 

26　就学中の子供の人数 

27　未婚ダミー 

調整済みR2 

N

４　会社に導入されている制度/利用できる資格取得等
　　支援制度

５　会社に導入されている制度/職場環境等改善目的の
　　意見交換の場

表－6 職務高度化の規定要因
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モデル４

標準化係数

モデル３

係数

モデル２

係数

1883

＊＊＊ 

＋ 

＊ 

＊

＊＊＊

＋

＊

0.01

0.055

0.119

-0.197

0.258

0.303

-0.224

0.025

0.001

-0.051

-0.173

0.193

-0.058

-0.067

0.013

0.055

0.121

-0.204

0.254

0.298

-0.228

0.024

0.001

-0.066

-0.162

0.182

-0.05

-0.065

0.149

0.276

0.024

0.054

0.026

-0.177

0.278

0.314

-0.264

0.028

0

-0.141

-0.067

0.173

-0.023

-0.067

0.254

0.387

0.701

-0.011

0.017

0.022

-0.224

0.222

-0.57

0.399

-0.251

-0.014

-0.066

439.687 390.98437.335

0.064 0.0760.066

＊＊＊ 

＋ 

＊

＊

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p<0.1…＋
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＊＊＊

＋

＋

＊＊

モデル１

係数
-0.007

0.058

0.047

-0.138

0.219

0.305

-0.176

0.033

0.001

-0.018

-0.156

497.356

0.053

１　勤続期間（月換算）

２　経験職務数

６　会社に導入されている制度/正社員登用制度

７　会社に導入されている制度/パートの役職制度

８　月換算の契約期間

９　時給

10　家電量販ダミー

11　SMダミー

12　非正規社員意識1　「技能・収入の獲得」志向

13　非正規社員意識2　「勤続」志向

14　非正規社員意識3　「家族・生活」志向

15　フリータダミー

16　主婦パートを除く35歳以上非正規社員ダミー

17　性別（男性ダミー）

18　年齢

19　学歴大卒以上ダミー

20　正社員の経験年数

21　主たる生活費親ダミー

22　主たる生活費パートナーダミー

23　主たる生活費その他ダミー

24　介護ありダミー

25　就学前の子供の人数

26　就学中の子供の人数

27　未婚ダミー

擬似R2（Cox と Snell）

-2対数尤度

N

３　会社に導入されている制度/利用できる研修や教育
　　プログラム

４　会社に導入されている制度/利用できる資格取得等
　　支援制度

５　会社に導入されている制度/職場環境等改善目的の
　　意見交換の場

表－7 仕事の責任の規定要因
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t

モデル４

標準化係数t

モデル３

標準化係数t

モデル２

標準化係数

1883

4.177

-0.502

0.614

1.016

0.332

-1.132

0.591

1.242

3.402

4.817

3.834

-0.016

3.632

-2.853

-0.149

4.367

0.354

0.76

0.82

0.247

-0.926

0.433

1.198

3.359

4.097

3.726

-0.038

3.035

-1.97

0.082

3.264

3.382

＊＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊

＊

＊＊

＊＊

-0.019

0.021

0.042

0.014

-0.041

0.021

0.046

0.116

0.172

0.132

-0.001

0.124

-0.096

-0.005

0.013

0.025

0.034

0.01

-0.034

0.015

0.044

0.114

0.148

0.128

-0.001

0.104

-0.068

0.003

0.118

0.116

0.005

0.027

0.006

0.021

-0.027

-0.006

0.052

0.11

0.127

0.135

0.001

0.106

-0.065

0.003

-0.021

0.083

-0.027

-0.071

-0.011

0.011

0.022

-0.076

-0.086

-0.046

-0.089

-0.103

-0.024

3.184

0.123

0.788

0.136

0.51

-0.725

-0.153

1.347

3.119

3.263

3.732

0.028

2.941

-1.794

0.094

-0.134

0.629

-0.63

-1.137

-0.3

0.311

0.411

-0.969

-2.071

-1.339

-2.38

-2.524

-0.142
0.084 0.1010.101

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊

＋

＊

＊

＊

P＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋
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＊＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

4.045

-1.455

1.311

0.923

0.643

-1.483

0.989

1.128

3.295

5.624

3.943

-0.257

t

モデル１

標準化係数

-0.051

0.042

0.037

0.025

-0.052

0.034

0.04

0.109

0.192

0.131

-0.009

0.067

（定数） 

１　勤続期間（月換算）  

２　経験職務数

３　会社に導入されている制度/利用できる研修や教育
　　プログラム

６　会社に導入されている制度/正社員登用制度

７　会社に導入されている制度/パートの役職制度 

８　月換算の契約期間 

９　時給 

10　家電量販ダミー 

11　SMダミー 

12　非正規社員意識1　「技能・収入の獲得」志向 

13　非正規社員意識2　「勤続」志向 

14　非正規社員意識3　「家族・生活」志向 

15　フリータダミー 

16　主婦パートを除く35歳以上非正規社員ダミー 

17　性別（男性ダミー） 

18　年齢 

19　学歴大卒以上ダミー 

20　正社員の経験年数 

21　主たる生活費親ダミー 

22　主たる生活費パートナーダミー 

23　主たる生活費その他ダミー 

24　介護ありダミー 

25　就学前の子供の人数 

26　就学中の子供の人数 

27　未婚ダミー 

調整済みR2 

N

４　会社に導入されている制度/利用できる資格取得等
　　支援制度

５　会社に導入されている制度/職場環境等改善目的の
　　意見交換の場

表－8 労働時間の規定要因



(八
)
整
理

二
つ
の
基
幹
化
と
そ
の
要
因

以
上
四
つ
の
分
析
結
果
を
整
理
す
る
と
、
質
的
基
幹
化
は
二
つ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
整
理
で

き
る
。
第
一
の
モ
デ
ル
は「
多
能
的
基
幹
化
」で
あ
り
、比
較
的
単
純
な
業
務
に
限
定
し
て
、個
々

の
非
正
規
社
員
の
担
当
職
務
数
が
上
昇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
幹
化
は
、
全
般
的

に
は
「
生
活
中
心
」
的
な
意
識
で
仕
事
に
関
わ
る
非
正
規
社
員
が
、
同
一
の
職
場
に
勤
続
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
務
の
経
験
を
増
す
こ
と
に
よ
っ
て
進
展
す
る
。
企
業
に
よ
る
教
育
と
人
事
労
務
管

理
の
工
夫
と
し
て
は
、資
格
取
得
支
援
制
度
、パ
ー
ト
の
役
職
制
度
、契
約
期
間
の
細
分
化
な
ど
、

賃
金
面
や
正
社
員
登
用
以
外
で
の
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
影
響
を
与
え
て
お
り
、
非
正
規

社
員
を
正
社
員
と
区
別
し
、
比
較
的
安
価
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
で
拡
大
し
て
い
る
基
幹

化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
モ
デ
ル
は
、「
高
度
基
幹
化
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
非
正
規
社
員
の
「
職
務
高
度

化
」、「
責
任
の
上
昇
」、「
労
働
時
間
の
長
時
間
化
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
多
能
的
基
幹
化
と
は

対
照
的
に
、
積
極
的
な
仕
事
へ
の
取
り
組
み
、
主
婦
パ
ー
ト
以
外
で
の
属
性
の
非
正
規
社
員
、
賃

金
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
基
幹
化
の
背
後
に
は
、
非
正
規
社
員
の
属

性
の
変
化
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
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多能的基幹化
 (単純職務に限
定した多能化) 

・OJT(勤続と職務経験)
・昇進制度や契約期間
・資格取得支援 

・「家族・生活」志向の意識 

・共通点として「技能・収入」志
　向の意識
・職務と労働時間…フリーターや
　主婦パート以外の35歳以上の非
　正規社員 

・共通点として賃金
・責任…正社員登用制度、契約
　期間
・労働時間…契約期間 

高度基幹化
 (職務、責任、
労働時間の上昇) 

企業側の教育・インセンティブ 非正規社員のパターン

表－9 2つの基幹化



四

基
幹
化
と
不
公
平
感
、
労
働
市
場
へ
の
影
響

(一
)
非
正
規
社
員
と
正
社
員
の
格
差

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
非
正
規
社
員
と
正
社
員
の
間
に
は
、
前
者
が
有
期
雇
用
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
収
入
の
面
で
も
大
き
な
差

が
存
在
す
る
。
我
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
属
性
ご
と
の
個
人
年
収
（
兼
業
が
あ
る
場
合
に
は
兼
業
か
ら
の
収
入
も
含

む
）
は
、
正
社
員
が
平
均
約
三
六
三
・
八
万
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
主
婦
パ
ー
ト
を
除
く
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
が
一
七
六
・
七

万
円
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
一
四
九
・
四
万
円
、
主
婦
パ
ー
ト
が
一
三
八
・
二
万
円
と
な
っ
た
。
契
約
期
間
に
つ
い
て
は
、
主
婦
パ
ー
ト

を
除
く
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
が
平
均
八
・
六
ヶ
月
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
平
均
八
・
三
ヶ
月
、
主
婦
パ
ー
ト
が
平
均
八
・
二
ヶ
月
と

な
っ
て
お
り
、
全
般
に
平
均
一
年
未
満
に
留
ま
っ
て
い
る
。

企
業
は
非
正
規
社
員
の
処
遇
を
細
分
化
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
に
存
在

す
る
契
約
期
間
や
賃
金
に
は
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
。
基
幹
化
が
進
展
し
、
非
正
規
社
員
と
正
社
員
と
の
間
の
役
割
の
差
が
少
な

く
な
れ
ば
、
非
正
規
社
員
の
間
に
不
公
平
感
が
拡
大
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
基
幹
化
の
進
展
と
非
正
規
社
員
が
抱
く
不
公
平
感
と
の
間
に
因
果
関
係
が
存
在
す
る
の
か
否
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
企
業
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
分
析
す
る
。
次
に
、
非
正
規
社
員
が
抱
く
不
公
平
感
が
、
労
働

市
場
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
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(二
)
基
幹
化
の
進
展
と
不
公
平
感
と
の
関
係

非
正
規
社
員
の
不
公
平
感
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
で
は
、「
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
に
あ
る
賃
金
な
ど
処
遇
の
格
差

に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
五
段
階
評
価
で
の
回
答
結
果
を
得
て
お
り
、
こ
の
デ
ー
タ

を
指
標
と
し
て
用
い
る
（「
格
差
の
納
得
度
」）。

分
析
方
法
は
上
記
の
「
格
差
の
納
得
度
」
を
被
説
明
変
数
と
し
た
順
序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
で
あ
り
、
仮
説
と
し
て
用
い
る
説
明
変

数
は
、
以
下
の
三
群
と
す
る
。

①
基
幹
化
の
進
展
に
関
す
る
指
標
と
し
て
、
本
稿
三
で
利
用
し
た
四
つ
の
被
説
明
変
数
と
同
じ
変
数
を
用
い
る
。

②
企
業
に
よ
る
施
策
に
つ
い
て
、「
企
業
が
提
供
す
る
教
育
」（
回
答
者
本
人
が
利
用
で
き
る
研
修
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
、

回
答
者
本
人
が
利
用
で
き
る
資
格
取
得
等
支
援
制
度
、
職
場
環
境
等
改
善
目
的
の
意
見
交
換
の
場
）
と
、「
昇
進
や
処
遇
制
度
」（
正

社
員
登
用
制
度
、
パ
ー
ト
の
役
職
制
度
、
契
約
期
間
、
時
給
）
を
用
い
る
。

③
非
正
規
社
員
の
属
性
に
つ
い
て
、
本
稿
三
で
利
用
し
た
属
性
と
性
別
を
用
い
る
。

な
お
、
分
析
で
は
、
基
幹
化
の
進
展
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
、
業
態
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
モ
デ
ル
（
モ
デ
ル
1
）
に
、
企
業

に
よ
る
施
策
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
（
モ
デ
ル
2
）、
属
性
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
（
モ
デ
ル
3
）
を
順
次
追
加
し
て
い
く
。

分
析
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
基
幹
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
、

企
業
に
よ
る
施
策
に
関
わ
ら
ず
、
不
公
平
感
を
拡
大
す
る
。
な
お
、
企
業
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
職
場
に
「
職
場
環
境
等
改
善
目
的

の
意
見
交
換
の
場
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
不
公
平
感
を
下
げ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
不
公
平
感
の

解
消
に
寄
与
す
る
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
施
策
は
有
意
な
関
係
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
属
性
の
違
い
も

不
公
平
感
に
影
響
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
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(三
)
不
公
平
感
の
拡
大
と
労
働
市
場
へ
の

影
響以

上
の
分
析
か
ら
、
非
正
規
社
員
の
不
公

平
感
は
、
少
な
く
と
も
現
状
程
度
の
企
業
の

対
応
を
前
提
に
す
れ
ば
、
基
幹
化
の
進
展
と

と
も
に
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
不
公
平
感
の
拡
大
は
、
労
働
市
場
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、

①
不
公
平
感
の
上
昇
が
非
正
規
社
員
の
正
社

員
登
用
制
度
の
希
望
を
増
大
さ
せ
、
内
部
労

働
市
場
を
拡
大
す
る
圧
力
と
な
る
、
②
不
公

平
感
の
上
昇
が
、
非
正
規
社
員
の
勤
続
意
識

を
低
下
さ
せ
、
労
働
市
場
か
ら
の
退
出
か
、

外
部
労
働
市
場
に
向
か
わ
せ
る
圧
力
と
な

る
、
と
い
う
二
つ
の
仮
説
を
検
討
し
た
い
。

①
に
つ
い
て
は
、「
あ
な
た
に
と
っ
て
正

社
員
登
用
制
度
は
重
要
で
す
か
？
現
在
の
職

場
で
の
制
度
の
導
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
お
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係数 係数 係数
１　家電量販ダミー
２　SMダミー
３　仕事の内容（オペレーション）
４　仕事の内容（計画・管理）
５　仕事の責任
６　月間総労働時間

0.094
-0.095
-0.219
-0.315
-0.159
-0.002

0.205
-0.176
-0.197
-0.197
-0.251
-0.002
-0.056

-0.048

0.287

-0.072

-0.03

0.006
0

0.161
-0.152
-0.180
-0.166
-0.222
-0.002
-0.082

-0.005

0.292

-0.043

-0.058

0.003
0.000
0.022
0.046
-0.167

11　会社に導入されている制度／パート
　　の役職制度

７　会社に導入されている制度／利用で
　　きる研修や教育プログラム
８　会社に導入されている制度／利用で
　　きる資格取得等支援制度
９　会社に導入されている制度／職場環
　　境等改善目的の意見交換の場
10　会社に導入されている制度／正社員
　　登用制度

12　月換算の契約期間
13　時給
14　性別（男性ダミー）
15　フリータダミー

擬似R2（Cox と Snell）
-2対数尤度
N

16　主婦パートを除く35歳以上非正規社
　　員ダミー

モデル1 モデル2 モデル3

＊＊＊
＊＊＊
＋
＊＊

＊
＊＊＊
＊
＊ 
＊

＊＊

＊＊＊
＋
＋
＋

＊＊

0.059 
3760.579

0.065 
2496.122
1883

0.060 
2316.039175

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋

表－10 基幹化の進展と不公平感との関係



答
え
下
さ
い
（
五
段
階
評
価
）」
と
い
う
質
問
の
回
答

結
果
を
被
説
明
変
数
と
し
て
用
い
る
。
説
明
変
数

は
、「
格
差
に
対
す
る
納
得
度
」
と
、
本
稿
三
で
利
用

し
た
「
企
業
に
よ
る
教
育
と
人
事
労
務
管
理
」
の
諸

変
数
を
、
業
態
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
用
い
る
（
モ

デ
ル
1
）。
②
に
つ
い
て
は
、
被
説
明
変
数
を
、
本
稿

表

4
の
分
析
に
お
け
る
第
二
主
成
分
（「
勤
続
」
志

－向
）
に
関
す
る
主
成
分
得
点
と
し
、
説
明
変
数
に
つ

い
て
は
モ
デ
ル
1
と
同
じ
も
の
を
用
い
る
（
モ
デ
ル

2
）。な

お
、
本
分
析
に
つ
い
て
は
、
不
公
平
感
の
拡
大

と
労
働
市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
属
性
ご
と
に
反

応
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
前
提
の
下
で
、

「
主
婦
パ
ー
ト
」、「
フ
リ
ー
タ
ー
」、「
主
婦
パ
ー
ト

を
除
く
三
五
歳
以
上
非
正
規
社
員
」
を
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
分
析
す
る
。
分
析
方
法
は
、
①
に
つ
い
て
は
順

序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
、
②
に
つ
い
て
は
回
帰
分
析
を

用
い
る
。
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係数 標準化係数
（定数）
１　格差の納得度
２　勤続期間（月換算実数）
３　経験職務数
４　会社に導入されている制度/利用でき
　　る研修や教育プログラム
５　会社に導入されている制度/利用でき
　　る資格取得等支援制度
６　会社に導入されている制度/職場環境
　　等改善目的の意見交換の場
７　会社に導入されている制度/正社員登
　　用制度

-0.223
-0.035
0.008
-0.064

0.023

-0.02

0.225

-0.022

-0.013
6.47E-05
-0.498
-0.178
0.073

0.122
0.048
-0.086
0.027

0.041

0.036

-0.011

0.027

-0.003
-0.023
-0.099
0.096

-0.045
2.984
1.064
-2.162
0.548

0.861

0.809

-0.269

0.608

-0.067
-0.532
-2.429
2.33

９　月換算の契約期間
10　時給
11　家電量販ダミー
12　SMダミー
擬似R2（Cox と Snell）
-2対数尤度
調整済みR2
N

モデル1 モデル2

＊＊＊
＊＊＊

＋

＊
＋

＊＊

＊

＊
＊

1702.998

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋

８　会社に導入されている制度/パートの
　　役職制度

t

1041
0.039

表－11 格差の納得度の労働市場への影響（主婦パート）



分
析
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
主
婦

パ
ー
ト
の
場
合
、
企
業
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と

は
独
立
に
、
不
公
平
感
が
拡
大
す
る
と
正
社
員
登
用

へ
の
要
望
が
強
く
な
る
と
い
う
関
係
と
、
勤
続
意
識

が
低
く
な
る
と
い
う
両
方
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
主
婦
パ
ー
ト
の
場
合
、
勤
続
期
間
が
短
い
場

合
の
方
が
、内
部
登
用
制
度
に
対
す
る
希
望
が
高
く
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
職
務
が
少
な
い
方
が
、
勤
続
へ

の
希
望
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
生
活
が
不
安

定
と
考
え
ら
れ
る
若
い
世
代
の
方
が
、
正
社
員
と
し

て
高
収
入
を
得
た
い
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
職
務
の
数
が
上
昇
す
る
と
、
仕
事
の
負
担
が
重

く
な
り
、
勤
続
意
識
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
と
主
婦
パ
ー
ト
を
除
く
三
五
歳
以
上

非
正
規
社
員
の
場
合
、
不
公
平
感
が
高
ま
る
と
、
正

社
員
登
用
へ
の
意
識
も
高
ま
る
と
い
う
傾
向
が
認
め

ら
れ
る
が
、
不
公
平
感
と
勤
続
意
識
と
の
間
に
は
関
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係数 標準化係数
（定数）
１　格差の納得度
２　勤続期間（月換算実数）
３　経験職務数
４　会社に導入されている制度/利用でき
　　る研修や教育プログラム
５　会社に導入されている制度/利用でき
　　る資格取得等支援制度
６　会社に導入されている制度/職場環境
　　等改善目的の意見交換の場
７　会社に導入されている制度/正社員登
　　用制度

-0.387
-0.035
0.050
0.134

0.218

-0.229

0.031

-0.030

0.009
-0.001
-0.317
0.063
0.189

0.060
0.078
0.154
0.099

0.120

-0.003

-0.115

0.060

0.207
-0.044
0.156
0.041

-1.543
0.723
0.917
1.900
1.046

1.256

-0.036

-1.348

0.711

2.631
-0.522
1.935
0.484

９　月換算の契約期間
10　時給
11　家電量販ダミー
12　SMダミー
擬似R2（Cox と Snell）
-2対数尤度
調整済みR2
N

モデル1 モデル2

＊＊＊

＊ ＋

＊＊

＋

412.079

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋

８　会社に導入されている制度/パートの
　　役職制度

t

370
0.066

表－12 格差の納得度の労働市場への影響（フリーター）



係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
主
婦
パ
ー
ト
以
外
の

ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
市
場
か
ら
退
出
す
る
と
い
う
選

択
の
可
能
性
が
低
い
か
、
他
社
へ
の
正
社
員
の
雇
用

機
会
が
存
在
し
た
場
合
、
非
正
規
社
員
と
し
て
の
仕

事
経
験
が
、
プ
ラ
ス
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性

が
低
い
た
め
、
離
職
と
い
う
選
択
肢
に
結
び
つ
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
場
合
、
経
験
し
た
職
務
数

の
上
昇
が
、
正
社
員
登
用
と
勤
続
意
識
双
方
の
上
昇

に
影
響
し
て
お
り
、
企
業
内
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
学

習
が
、
内
部
労
働
市
場
志
向
を
強
め
る
と
い
う
関
係

が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

ま
と
め

な
ぜ
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
非
正
規
社
員
が
拡

大
し
た
の
か
。
既
存
研
究
は
、
非
正
規
社
員
の
拡
大

を
、職
場
に
お
け
る
非
正
規
社
員
の
役
割
の
向
上（
基
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係数 標準化係数
（定数）
１　格差の納得度
２　勤続期間（月換算実数）
３　経験職務数
４　会社に導入されている制度/利用でき
　　る研修や教育プログラム
５　会社に導入されている制度/利用でき
　　る資格取得等支援制度
６　会社に導入されている制度/職場環境
　　等改善目的の意見交換の場
７　会社に導入されている制度/正社員登
　　用制度

-0.244
-0.014
0.023
0.086

-0.231

-0.187

0.001

0.293

0.004
0.001
-0.211
-0.266
0.118

0.084
0.021
-0.022
0.012

-0.084

0.175

-0.027

0.05

-0.059
0.013
0.062
0.089

-0.248
0.914
0.204
-0.242
0.101

-0.723

1.793

-0.256

0.472

-0.628
0.121
0.597
0.909

９　月換算の契約期間
10　時給
11　家電量販ダミー
12　SMダミー
擬似R2（Cox と Snell）
-2対数尤度
調整済みR2
N

モデル1 モデル2

＊

＋

365.688

p＜0.001…＊＊＊、p＜0.01…＊＊、p＜0.05…＊、p＜0.1…＋

８　会社に導入されている制度/パートの
　　役職制度

t

472
-0.044

表－13 格差の納得度の労働市場への影響(主婦パートを除く三五歳以上非正規社員)



幹
化
）
と
捉
え
、
非
正
規
社
員
が
人
数
と
し
て
単
純
に
増
大
し
た
（
量
的
基
幹
化
）
だ
け
で
な
く
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
特
に
非

正
規
社
員
の
仕
事
内
容
が
高
度
化
し
て
き
た
（
質
的
基
幹
化
）
こ
と
を
発
見
し
た
。
既
存
研
究
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
仕
事
の
標

準
化
や
機
械
の
導
入
に
よ
る
脱
熟
練
化
と
、
教
育
や
評
価
に
よ
り
非
正
規
社
員
の
能
力
を
引
き
出
す
と
い
う
人
事
労
務
管
理
の
工
夫

が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
稿
は
、
特
に
非
正
規
社
員
の
質
的
基
幹
化
に
焦
点
を
当
て
、
一
九
九
○
年
代
に
非
正
規
社
員
の
属
性
が
多
様
化
し
た
と
い
う
認

識
の
下
で
、
基
幹
化
の
内
容
と
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
原
因
、
影
響
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
次
の
点
を
発
見
し
た
。

①

従
来
、
非
正
規
社
員
の
質
的
基
幹
化
に
つ
い
て
は
、
職
務
の
高
度
化
、
多
能
化
、
責
任
、
長
時
間
就
労
な
ど
、
い
く
つ
か
の
指

標
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
原
因
を
踏
ま
え
た
上
で
整
理
す
る
と
、
比
較
的
簡
単
な
業
務
を
数
多
く
こ
な

す
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
「
多
能
的
基
幹
化
」
と
、
高
レ
ベ
ル
の
職
務
を
担
当
し
、
高
い
責
任
を
負
い
、
長
時
間
就
労
す

る
と
い
う
「
高
度
基
幹
化
」
の
二
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
整
理
で
き
る
。

②

我
々
の
分
析
に
よ
れ
ば
、「
多
能
的
基
幹
化
」
は
、
経
験
の
蓄
積
や
資
格
取
得
支
援
制
度
な
ど
の
教
育
制
度
の
拡
充
、
役
職
制
度

の
導
入
や
契
約
期
間
の
細
分
化
等
、
主
に
企
業
に
よ
る
工
夫
と
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
、「
高
度
基
幹
化
」
は
、
企
業
側
の
時
給
の

上
昇
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
全
般
に
は
、
企
業
側
の
工
夫
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
非
正

規
社
員
と
し
て
仕
事
を
担
う
労
働
者
側
の
属
性
や
意
識
、
社
会
的
状
況
の
変
化
と
関
係
が
あ
る
。
即
ち
、「
高
度
基
幹
化
」
を
担
っ

て
い
る
の
は
、
全
般
に
フ
リ
ー
タ
ー
や
三
五
歳
以
上
の
主
婦
パ
ー
ト
以
外
の
非
正
規
社
員
な
ど
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
拡
大
し
た

と
考
え
ら
れ
る
主
婦
パ
ー
ト
以
外
の
層
で
あ
り
、
ま
た
、
家
計
補
助
的
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
仕
事
を
通
し
て
積
極
的
に
技

能
や
賃
金
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
行
為
の
結
果
と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
非
正
規
社
員
の
高
度
基
幹
化
が
進
展
し
て
い
る
。
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③

基
幹
化
の
進
展
は
、
企
業
に
よ
る
現
行
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
存
在
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
正
規
社
員
の
格
差
に
対
す
る
納
得
度

の
低
下
と
い
う
意
味
で
の
不
公
平
感
に
影
響
す
る
。

④

不
公
平
感
が
上
昇
す
る
こ
と
は
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員
登
用
へ
の
要
望
を
促
す
と
い
う
意
味
で
、
内
部
労
働
市
場
拡
大
の
労

働
者
側
か
ら
の
圧
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
不
公
平
感
の
拡
大
に
よ
り
、
非
正
規
社
員
が
勤
続
意
欲
を
失
い
、
労
働
市
場

の
流
動
化
や
退
出
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
主
婦
パ
ー
ト
の
場
合
に
は
こ
う
し
た
テ
ー
ゼ
が
当
て
は
ま
る
が
、

そ
れ
以
外
の
属
性
の
非
正
規
社
員
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

最
後
に
、
従
来
の
基
幹
化
研
究
は
、
全
般
に
、
基
幹
化
の
説
明
に
際
し
て
、
企
業
側
の
努
力
を
強
調
し
て
き
た
が
、
本
稿
の
分
析

に
よ
れ
ば
、
そ
の
影
響
範
囲
に
は
制
限
が
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
非
正
規
社
員
の
多
様
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
十
分
な
説

明
は
で
き
な
い
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
。
新
し
く
非
正
規
社
員
と
し
て
参
入
し
て
き
た
人
々
や
、
従
来
と
は
異
な
る
仕
事
に
対
す

る
積
極
的
な
意
識
が
非
正
規
社
員
の
役
割
を
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
幹
化
の
進
展
は
労
働
者
に
不
公
平

感
を
拡
大
し
、
労
働
市
場
変
化
へ
の
圧
力
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
点
が
基
幹
化
進
行
の
制
約
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(1
)
基
幹
労
働
力
化
と
い
う
表
現
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
基
幹
化
で
統
一
す
る
。

(2
)
フ
リ
ー
タ
ー
の
定
義
に
は
、
派
遣
労
働
者
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
扱
い
、
就
業
年
数
に
よ
る
規
定
を
設
け
る
か
な
ど
、
若
干
の
差
異

は
あ
る
が
、
全
般
に
「
一
五
歳
か
ら
三
四
歳
の
非
正
規
労
働
者
で
既
婚
女
性
は
除
く
」
と
い
う
条
件
が
共
通
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
本
稿
で
も
こ
の
定
義
を
利
用
す
る
。
フ
リ
ー
タ
ー
の
定
義
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
小
杉
（
二
〇
〇
二
）、
佐
藤
・
小
泉
（
二

一橋社会科学 第7号 2009年8月

86



〇
〇
七
）
な
ど
。

(3
)
佐
藤
・
小
泉
（
二
〇
〇
七
）
は
、
七
三
％
の
フ
リ
ー
タ
ー
の
初
職
が
フ
リ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
約
三
割
程
度

は
初
職
が
正
社
員
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(4
)
基
幹
化
に
関
連
す
る
研
究
で
、
非
正
規
労
働
者
の
属
性
に
よ
る
働
き
方
の
差
異
に
目
を
向
け
た
も
の
と
し
て
は
、
東
京
都
産
業
労
働

局
（
二
〇
〇
二
）、
佐
藤
・
小
泉
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
フ
リ
ー
タ
ー
に
目
を
向
け
た
も
の
だ
が
、
東
京
都
産
業
労
働

局
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
中
で
管
理
職
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
フ
リ
ー
タ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し

て
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
・
小
泉
（
二
〇
〇
七
）
は
、
大
量
観
察
に
よ
り
フ
リ
ー
タ
ー
が
相
対
的
に
長
時
間
就
労
し
て
お
り
、
同
時
に

そ
う
し
た
フ
リ
ー
タ
ー
の
中
に
、
正
社
員
並
み
に
就
労
す
る
従
業
員
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(5
)
有
期
雇
用
と
い
う
条
件
は
非
正
規
社
員
の
一
般
的
な
定
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
賃
金
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年

労
働
力
調
査
に
よ
れ
ば
、
正
社
員
の
年
収
が
約
四
四
八
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
派
遣
が
約
二
〇
七
万
円
、
日
雇
が
約
一
三
九
万
円
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
約
一
一
三
万
円
と
な
っ
た
。

(6
)
二
〇
〇
八
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
は
そ
の
例
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

玄
田
有
史
、
二
〇
〇
一
、『
仕
事
の
中
の
曖
昧
な
不
安

―
揺
れ
る
若
年
の
現
在
』
中
央
公
論
社
。

本
田
一
成
、
二
〇
〇
四
、『
職
場
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

―
基
幹
化
モ
デ
ル
を
手
が
か
り
に
し
た
文
献
サ
ー
ベ
イ
』
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
。

居
神
浩
・
三
宅
義
和
・
遠
藤
竜
馬
・
松
本
恵
美
・
中
山
一
郎
・
畑
秀
和
、
二
〇
〇
五
、『
大
卒
フ
リ
ー
タ
ー
問
題
を
考
え
る
』
ミ
ネ
ル
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ヴ
ァ
書
房
。

小
杉
礼
子
、
二
〇
〇
二
、『
自
由
の
代
償
フ
リ
ー
タ
ー

―
現
代
若
者
の
就
業
意
識
と
行
動
』
日
本
労
働
研
究
機
構
。

倉
田
良
樹
・
津
崎
克
彦
・
吉
川
美
由
紀
・
西
野
史
子
・
柳
川
純
一
、
二
〇
〇
四
、「
流
通
業
に
お
け
る
雇
用
の
多
様
化
と
働
く
人
々
の

意
識

―
調
査
報
告
」『
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
コ
ン
パ
ス
』
二
〇
〇
四
年
九
・
十
月
号
。

三
山
雅
子
、
一
九
九
一
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
戦
力
化
と
企
業
内
教
育
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
三
七
七
。

西
野
史
子
、
二
〇
〇
六
、「
パ
ー
ト
の
基
幹
労
働
力
化
と
正
社
員
の
労
働

―
「
均
衡
処
遇
」
の
ジ
レ
ン
マ
」『
社
会
学
評
論
』
五
六

（
四
）。

小
野
晶
子
、
二
〇
〇
一
、「
大
型
小
売
業
に
お
け
る
部
門
の
業
績
管
理
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四
九
八
。

労
働
省
、
一
九
九
一
、『
平
成
三
年
版
労
働
経
済
の
分
析
』
労
働
省
。

佐
藤
博
樹
・
小
泉
静
子
、
二
〇
〇
七
、『
不
安
定
雇
用
と
い
う
虚
像

―
パ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
派
遣
の
実
像
』
勁
草
書
房
。

武
石
恵
美
子
、
二
〇
〇
六
、『
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
』
勁
草
書
房
。

橘
木
俊
詔
・
浦
川
邦
夫
、
二
〇
〇
六
、『
日
本
の
貧
困
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
。

東
京
都
立
労
働
研
究
所
、
二
〇
〇
一
、『
雇
用
・
就
業
形
態
の
多
様
化
と
労
働
組
合
、
労
働
者
組
織
』
東
京
都
立
労
働
研
究
所
。

東
京
都
産
業
労
働
局
、
二
〇
〇
二
、『
フ
リ
ー
タ
ー
は
日
本
の
人
材
育
成
を
損
な
う
か
』
東
京
都
産
業
労
働
局
。

津
田
眞
澂
・
林
大
樹
、
一
九
八
〇
、「
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
実
態
と
意
識
」『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
二
六
〇
。

脇
坂
明
、
二
〇
〇
三
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
基
幹
労
働
力
化
に
つ
い
て
」『
社
会
政
策
学
会
誌
』
九
。

山
田
昌
弘
、
一
九
九
九
、『
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
の
時
代
』
筑
摩
書
房
。

〔
査
読
を
含
む
審
査
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
十
八
日
掲
載
決
定
、
同
年
十
二
月
十
二
日
掲
載
号
決
定
〕
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（
東
京
海
洋
大
学
非
常
勤
講
師
）
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